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(特集）男女共同参画…住民意識調査アンケート結果

環境に、心にやさしい自転車生活

高萩まつり、海水浴場開設の案内
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ひと ひと

めざI蝉罵髭 残
り
住

け
剛 民意識調査結果の概要『男女共同参画』

ハーモニ－たかはぎ

企画政策課召23-2118

■調査対象・方法・回収 男女共同参画社会とは？

〃「男性も女性も、互いにその人権を尊重しつつ

責任も分かち合い､ 性別にかかわりなくその個性

と能力を発揮できる社会]のことをいいます｡ :

昨年11月から 「男女共同参画計画」策定の基礎

資料とするため、推進団体「ハーモニ－たかはぎ」

が住民意識調査を実施しました。その集計結果が

まとまりましたので、概要を報告します。

今後は、市民の方々から寄せられたご意見を参

考にしながら、計画を策定していく予定です。

対象者

対象人員

抽出方法

配布・回収

回収票数

有効回収票

無効回収票

市内居住の20歳以上の男女

1 ,000人(男女各500人）

住民基本台帳による無作為抽出

いずれも郵送

356票（回収率35.6％）

334票（男'|'生449％､女性55.1％）

22票（白紙1票､分類不能21票）

卜集計－7フーノ,片
ノ ー／一 たかはぎ

ー

1－モニ
ノ

た
と
え
ば
「
男
は
仕
事
、
家
事

や
子
育
て
は
女
」
な
ど
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
．
男
女
の
性
別
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
固
定
的
な
考
え
は
、
地

域
社
会
や
文
化
、
家
庭
や
職
場
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て

無
意
識
の
う
ち
に
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
も
の
で
、
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
二

一
世
紀
は
様
々
な
課
題
を
克
服
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
に
は
男
女
の
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
最
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
を
挙

げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
．

全
体
的
に
見
る
と
こ
の
考
え
方

に
同
感
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

が
多
い
中
で
、
男
性
は
女
性
の
２

倍
の
人
が
同
感
す
る
と
答
え
て
い

ま
す
。

■性別役割分担意識 「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
』

｜
｜

「
性
別
役
割
分
担
意
識
」

と
い
う
考
え
方

一
Ⅲ’

ー
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■同感する口同感しない震どちらとも言えない□わからない■その他口無回答

高
萩
市
に

女
性
の
各
種
審
議
委
員
が

少
な
い
理
由
に
つ
い
て

「
地
域
の
古
い
慣
習
が
阻
害
し

て
い
る
」
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
、

「
男
性
優
位
の
組
織
運
営
」
そ
し

て
「
女
性
の
意
識
が
低
い
」
が
続

き
ま
す
．
男
性
で
は
「
男
性
優
位

の
組
織
運
営
］
の
割
合
が
一
番
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

■女性各種審議委員が少ない理由について

全体 17.0

＝

女性 16．8

＝

男性 17． 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

■女性の意識が低い口女性の能力開発の機会が不十分蝿家事・育児等の負担が大きい
口家族の支援や協力が不足閥地域社会の古い慣習が阻害している口男性優位の組織運営
□その他鬮無回答
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■女性が仕事をすることについて

男
女
と
も
に
「
子
供
が
生
ま
れ

た
ら
仕
事
を
一
時
中
断
し
、
子
育

て
が
終
わ
っ
た
ら
仕
事
を
始
め
る
』

を
理
想
と
す
る
意
見
が
、
ほ
か
を

大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。

女
性
が
仕
事
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て

女
性
が
仕
事
を
す
る
上

で
の
問
題
点

「
家
事
と
の
両
立
が
難
し
い
」

が
約
三
○
％
、
「
職
場
の
労
働
条

I全体 17．7

片′

女．
男性

19．6
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■女性は仕事をしないほうがよい口結婚したら仕事はやめるほうがよい
鯛子供が生まれたら仕事はやめるほうがよい口仕事は続けるほうがよい
口子供が生まれたら仕事を一時中断して子育てが終わったら仕事をはじめる
■わからない□その他薑無回答

1000

■女性が仕事をする上での問題点
件
・
制
度
が
不
十
分
」
が
約
二
二

％
、
『
保
育
関
連
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
が
不
十
分
』
が
約
一
七
％
と
続

い
て
い
て
、
男
女
と
も
同
じ
意
識

割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
．

家
事
の
負
担
が
よ
り
女
性
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
子
育

て
中
の
人
も
仕
事
が
し
や
す
い
よ

う
に
保
育
施
設
の
ほ
か
職
場
の
環

境
づ
く
り
が
必
要
な
こ
と
を
、
男

女
と
も
同
じ
よ
う
に
認
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

“ ”際燃柵職#綱
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■家事との両立が難しい口上司の無理解剛同僚との人間関係
口職場の労働条件・制度が不十分口介護サービスが不十分
■保育関連施設やサービスが不十分口女性自身の職業に対する意識や自覚不足
臓特に問題はない国その他口無回答

ー

男女共同参画社会が実現するために､高萩市へ期待すること

庁０
０
０
０
０

７
６
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４
３
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０
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０
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学
校
教
育
に
お
い
て

男
女
平
等
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
学
習

を
増
や
す

保
育
中
・
学
童
保
育

な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

女
性
の
社
会
活
動
・

情
報
提
供
や
交
流
の

場
と
な
る
拠
点
施
設

の
充
実

審
議
会
な
ど
政
策
決

定
の
場
へ
の
女
性
の

積
極
的
登
用

女
性
の
再
就
職
や
企

業
を
支
援
す
る
施
策

の
充
実

行
政
機
関
や
公
立
学

校
な
ど
に
お
け
る
女

性
管
理
職
の
積
極
的

登
用

地
域
で
活
躍
で
き
る

女
性
リ
ー
ダ
の
育
成

男
女
平
等
に
つ
い
て

の
意
識
啓
発

｜
雇
用
の
場
に
お
け
る

男
女
平
等
の
推
進

ー

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
（
企
画
政
策
課
）

フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
か
ら
）

☆
は
女
性
★
は
男
性

★
公
民
館
講
座
や
地
域
催
事
に
女
性
の
参
加
者
が
多
い
が
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
は
な
い
。
積
極
的
に
女
性
が

活
躍
す
る
よ
う
に
啓
蒙
指
導
が
必
要
．

★
女
性
自
身
の
積
極
的
な
能
力
向
上
が
必
要
。

☆
こ
の
程
度
の
意
識
調
査
で
何
か
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の

か
？
生
の
声
を
聞
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
．

☆
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
は
続
け
て
い
く
べ
き
で
、
無

記
名
で
な
く
て
も
よ
い
。
言
い
た
い
こ
と
を
発
し
た
い
。

★
男
女
平
等
の
意
味
を
理
解
す
る
う
え
で
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
協
議
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

☆
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
男
・
女
と
い
う
よ
り
個
人
個
人
が

充
実
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

☆
女
性
は
弱
者
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ど
き
の
女

は
強
い
で
す
。

☆
人
と
人
、
男
と
女
、
老
と
若
が
協
力
し
合
い
、
理
解
し

合
え
る
世
の
中
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

★
女
性
だ
か
ら
で
は
な
く
、
や
る
気
が
な
い
の
だ
と
思
う
．

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
参
加
し
て
い
る
女
性
も
い
ま
す
。

★
「
共
同
参
画
」
の
場
を
作
る
た
め
、
少
な
く
て
も
一
人
ぐ

ら
い
は
女
性
議
員
が
ほ
し
い
。

※
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ハ
ー
モ
ニ
－
た
か
は
ぎ
」
会
員
募
集

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
学
習
会

や
講
演
会
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
作
成
に
取
り
組
あ
予
定
で

す
。
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先
ハ
ー
モ
ニ
－
た
か
は
ぎ
会
長

黒
澤
み
の
り
さ
ん
召
２
４
１
３
０
１
７
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自転車及び

歩行者専用
環
境

手
軽
で
便
利
な
自
転
車
は
、
乗
り
物
と
し
て
は
一
番
身
近
か
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
法
に
違
反
し
た
危
険
な
乗
り
方
や
不
注
意
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
全
で
正
し
い
運
転
を
心
が
け
、
自
転
車
に
親
し
み
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
、
こ
こ
ろ
に
や
さ
し
い

自
転
車
生
活
を
楽
し
む

普通の自転車は、こ

の標識のある歩道を

通行することができ

ます。

■
「
自
転
車
基
本
法
」
に
つ
い
て

こ
の
法
律
は
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推

進
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。
一
九
八

一
年
五
月
に
施
行
さ
れ
、
新
し
い
自
転
車
問

題
に
対
応
す
る
た
め
九
四
年
六
月
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
．
自
転
車
の
持
つ
環
境
保
全
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
利
用
者
の
健
康
維
持
へ
の
有

益
性
。
さ
ら
に
都
市
交
通
に
お
け
る
有
用
性

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
だ

立
法
化
の
動
き
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

■
自
転
車
は
歩
道
を
通
れ
ま
す

（
た
だ
し
歩
行
者
に
配
盧
）

道
路
交
通
法
で
は
自
転
車
を
「
軽
車
両
」

と
分
類
し
、
①
歩
道
と
車
道
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
車
道
を
、
②
「
自
転
車
通
行
可
」
の
標

識
が
あ
れ
ば
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
が
車
道

よ
り
を
徐
行
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま
横

断
歩
道
を
渡
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．

（
自
転
車
横
断
帯
は
乗
っ
た
ま
ま
で
も
可
）

■
自
転
車
交
通
事
故
死
者
数

ー

交
通
事
故
死
者
数
に
対
す
る
自
転
車
乗
車

中
の
死
者
は
約
一
割
。
全
国
で
は
、
毎
年
約

一
○
○
○
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す

●
無
灯
火

●
二
人
乗
り

自
転
車
は
、
運
転
す
る
ほ
か
に
人
を
乗
車

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
六
歳

以
上
の
者
が
幼
児
用
の
乗
車
装
置
に
六
歳
未

満
の
者
一
人
を
乗
車
さ
せ
る
場
合
と
、
四
歳

未
満
の
者
を
背
負
い
、
ひ
も
等
で
確
実
に
し

ば
っ
て
い
る
場
合
は
許
さ
れ
ま
す
。

夜
間
、
ト
ン
ネ
ル
、
濃
霧
の
中
で
は
ラ
イ

ト
を
点
灯
す
る
こ
と
．
違
反
す
る
と
道
路
交

通
法
｛
以
下
「
法
二
第
一
二
○
条
一
項
五
号

に
よ
り
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
．

■
次
の
乗
り
方
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

●
積
載
制
限
違
反

積
載
装
置
を
備
え
た
自
転
車
は
、
次
の
制

限
範
囲
内
で
荷
物
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
重
さ
三
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
．

ー

●
酒
気
帯
び
運
転

自
動
車
と
は
違
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
よ
う
で
す
が
、
自
転
車
も
同
じ
よ
う
に
酒

気
帯
び
運
転
は
違
法
行
為
で
す
．
法
第
二

七
条
の
二
、
｜
号
に
よ
り
、
三
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
五
○
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま

す
。 口

長
さ
荷
台
の
長
さ
に
三
○
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
加
え
た
長
さ
ま
で
。

口
横
幅
荷
台
か
ら
左
右
一
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
ま
で
。

口
高
さ
地
上
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

違
反
す
る
と
法
第
一
二
一
条
の
一
項
七
号

に
よ
り
、
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

に
な
り
ま
す
。

●
歩
行
者
の
安
全
無
視

歩
道
を
自
転
車
で
走
る
場
合
は
、
徐
行
し

て
歩
行
者
に
注
意
し
、
危
な
い
と
き
は
一
時

停
止
し
て
く
だ
さ
い
．
違
反
す
る
と
法
第
一

）
い
、
違
反
す
る
と
法
第
一

●
手
放
し
運
転

手
信
号
の
合
図
を
す
る
場
合
以
外
は
、
片

手
運
転
な
ど
せ
ず
に
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
確
実

に
行
い
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
違
反
す
る
と
法
第
二
九
条
の
一
項

九
号
に
よ
り
、
三
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
な
、

ま
す
。

九
条
の
一
項
一

一
号
に
よ
り
、
三
ヶ
月
以
下

4



総リ

高萩譽察署管内の自転車による

死傷者数（平成15年分：年齢層別）

『シルバーサポート

2004作戦』鎮鰯蝋蕊
下の表は平成15年中に起きた自転車事故の統計です。

事故を起こす年齢層は小中高生に当たる7歳から19歳、

及び高齢者に多いことが分かります。また、人口当た

りでは高萩市内の事故発生率が高くなっています。

（ ）内は平成10年実績資料：高萩譽察署

茨城県内高齢者の交通事故の特徴（平成14年資料等）

1．平成4年からのl

死者数は157人から

0年間で青少年（14～24歳）事故

50人へ大幅に減少。一方65歳以

上の高齢者は100人から105人

・ 自転車乗車中の死者のうち

へ横ばい状態

約6割が高齢者、
二
一
ｑ
〉

十王町年齢層(才） 管内合計

（1）

8（7）

7（5）

8（7）
－／戸、

／（Oノ

高萩市

（1）

北茨城市
、歩行中・自転車乗車中に死亡事故に遭った高齢者

の9割が、 自動車免許を持っていない人。 （免許を

持っている人はどんな場面が危険かを知っているた

め、事故に遭いにくいと考えられます）

６
Ⅲ

０
７戸ア

イ1212 1(1)

1(2)

1(1)

ｊ
ｌ

２
２Ｉ

４
２

州

皿

山

５
９

１
１

３
６

１
１

５
９

１
１

３
６

１
１’

5（2）

1

7（4）7（4）

このように、高齢者の事故が減らない現状を踏まえ、

茨城県譽察本部では、年末までの1年間を「シルバー

サポート2004作戦」の実施期間と定め、高齢者の

年間死者数を減少させるための高齢者交通事故防止総

合対策を展開しています。

具体的には、

①特に「免許を持たない高齢者」対象の交通安全教室。

②ｼﾙバｰサポーターを委嘱し家庭訪問で交通安全指導。

③夜間事故対策として履物に貼る反射材の普及。

など、高齢者自身に安全な行動の実践と習|貫化を身

につけていただくための数多くの取り組みを行います。

高齢者の方々、シルバーサポーターはじめ関係する

みなさんのご協力をお願いたします。

●問合せ高萩警察署交通課窓24-0110

242(） 2(1) 1 (1)

1 1

1

（2）

3(1) 2(1)

2（ 1 ）

ワR ワQ
白U 当Lノ

４
９
４

３
３
４

０
５
０

３
３
１

1

（2）

1

咄

咽

９
４

４
５

５
０

４
５

(1）1

3（2） 1

55－59 1 2（2） ’ 2（1） ー(1)

刻

州
一
叩

４
９

６
６

０
５

６
６ 69

5（3） 3（1）

3（3） 1（1）

(1）(1）

70－74

75 79

80以上

合計

4（4）

3（2）

3（2）

54(40）

1 （3）

（2）

1

2ｲ(19)

n

色

2

2（2）

24(16)

1

’ 6（5）

譲
鍾鴬

紬 』 鍔

。 辮騨
ー

醗田

”聯職W＃

灘識葺き『；誉 鼻

脚
鍬口

熟柵鮒灘騨 賢も

灘 第21回『交通安全子ども自転車

高萩地区大会』 6月18日(金）
蕊

篝
弓＝基ニ ェ 譲驚篝

圭一

議嶋i職囎

毒溌
蝋蕊|艇窪‘蝋､;鯛

鰯灘蕊鱸1賢 菫ﾆ

蕊輔I

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
の
児
菫
に
自
転
車
の
安
全
運
転
の
基
本
的
ル
ー
ル
の

理
解
と
そ
の
技
術
を
学
ば
せ
、
習
慣
化
を
図
る
こ
と
で
自
転
車
事
故
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
六
月
一
八
日
〈
金
一
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
高
萩
薑
察
署
管
内
の

高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
十
王
町
の
小
学
校
六
校
か
ら
六
六
人
、
’
五
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
秋
山
小
学
校
の
五
・
六
年
生
が
一
三
名
、
｜
｜
｜
チ
ー

ム
で
参
加
し
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
標
識
や
交
通
規
則
な
ど
の
学
科
試
験
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
技
で
は
、
午
前
中
に
ま
ず
体
育
館
内
に
作
ら
れ
た
模
擬
コ
ー
ス
で
の
安
全
走

行
。
そ
し
て
、
午
後
に
行
わ
れ
た
技
能
走
行
で
は
、
狭
い
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り

走
る
種
目
〈
狭
い
通
路
一
○
メ
ー
ト
ル
を
一
一
五
秒
以
上
か
け
て
走
る
）
を
初
め
、

左
折
・
右
折
の
合
図
を
継
続
し
な
が
ら
片
手
で
の
Ｓ
字
運
転
、
障
害
物
走
行
な

ど
連
続
す
る
五
つ
の
種
目
を
走
り
ま
す
。

『
右
よ
し
、
左
よ
し
、
後
方
よ
し
、
発
信
』
と
大
き
な
声
を
出
し
て
競
技
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

灘 繕 鶯蕊 篝
ー

蕊鍵
鍵簔鳶鱸

繍職鱗鱒 鵜鱸難
畠

「
競
技
す
る
の
が
チ
ー
ム
で
最
初
だ
っ
た
の

で
、
緊
張
し
ま
し
た
．
一
ヶ
月
半
学
校
で
練
習

し
ま
し
た
が
、
ピ
ン
（
ジ
グ
ザ
グ
進
行
）
と
最

後
に
板
に
乗
る
と
こ
ろ
が
難
か
し
か
っ
た
で
す
．

練
習
で
覚
え
た
技
術
は
、
普
段
の
生
活
で
も
役

立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
雄
太
君
６
年

生
（
写
真
左
）
。

蝋

層
建
壱
毒
塞
琴
謹
藝
韓

》
齪
鑿
篝
琴
蕃

蝋:蝋髄,

箪簿恥裁

皇

ど
Ｆ
二

門

匡

晶
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市制施行50周年記念

商工観光課容23-7316

日本の夏といえば、まつり。薑の暑さに負けない

熱気の高萩まつりが今年ももうすぐです。浴衣姿に
みこし

沿道の屋台、神輿のかけ声が町中に響き、市民ばや

しの流し踊りが夜の通りを彩ります。今年もげんき

宣言の高萩まつりは34回目を迎えます。

7月31日(土) iF篭f■霞y" ■蚤f, 3鳶■
畠≦ －.息

‘ ≦－ －－－－蓋

午後3時30分まつりパレード開始［市役所出発］

4時05分高小(鼓笛隊) ･高中と秋中（吹奏楽）の

演奏[駅前］
みこし ときよ

5時 大和太鼓の響演（常銀前)、神輿渡御

［本町通り］

6時 松原音頭［常銀前の交差点］

7時 流し踊り （正調部門） ［本町通り］

8時 流し踊り （自由部門） ［本町通り］

8時40分流し踊りコンテスト審査発表

■ゴ

－交通規制にご協力ください｡－

mと匡=ヨの部分

31日(土）午後3時～9時30分

巨＝ヨの部分

1日（日）午後3時～8時30分

は進入禁止

8月1日（日） ；息患辮蕊華
午後3時 お祭り広場開始［駅前本部前］

少林寺拳法・浅草雑芸団[うらじ前］
みこし とぎょ

5時 山車響演・神輿渡御

8時 お祭り広場終了

。…臓一認診◎
7月17日(土)～8月15日（日）

(遊泳にあたっては監視塔の旗にご注意ください）

ト旗がない…快適に泳げます

怪黄色い旗…注意して泳いでください ‐

F赤色の旗･ ･ ･高波注意、泳いではいけません

一

■東本町まつり広場

8月1日旧)午後6時～9時

ハーモニーパーク

カラオケ大会、イベント、夜店各種

鈴木雄一さん恋22-3034

○と き

○会場

○内容

●問合先地
域
の
ま
つ
り

瞳悪手侭陽一獅鱈獅膝錘蹴
7月18日（日）午前9時30分開会

高萩海水浴場北側特設コート

■問合せ村上純将さん盆090-461:2-7941

■第29回大和町ふるさとまつり

8月1日（日）午後6時～9時

大和町児菫公園

歌謡ショー､大和太鼓響演､お楽しみ抽選会

上野稔さん公22-3139

○と き

○会場

○内容

●間合先

■第11回高浜町祭広場

8月1日（日）午後6時～9時

市営住宅西側広場

ゲーム・じやんけん大会､お楽しみ抽選会等

中村泰治さん冠22-2694

○とき

○会場

○内容

●間合先’
6



塞
畜
『
農
↑

教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
開
校
す
る
通
信

制
高
校
「
ウ
ィ
ザ
ス
高
等
学
校
」
校
舎
建
設

工
事
地
鎮
祭
が
、
赤
浜
地
区
の
建
設
予
定
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
同
校
を
開
設
運

営
す
る
㈱
ハ
ー
モ
ニ
ヅ
ク
の
関
係
者
、
岩
倉

幹
良
市
長
、
渡
辺
賢
太
郎
市
議
会
議
長
、
寺

岡
七
郎
文
教
厚
生
委
員
長
な
ど
が
出
席
し
、

く
わ

た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

鍬
入
れ
や
玉
串
奉
天
等
の
神
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。校

舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
、

敷
地
面
積
は
約
四
四
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
。

生
徒
は
一
○
月
に
全
国
か
ら
募
集
予
定
で
、

初
年
度
に
二
○
○
○
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「
通
信
制
高
校
」
校
舎
新
築
工
事
地
鎮
祭

垂
毒
冒

呂

ｉ
叩

蝉
騨
嗣
諏
毒
鄙
藝
章
司
麺
》
謁
濟
》
謹
室
■
■

０コ

Ｉ

薄

宅
圭

“

握

詔

昇

序

鮓

弔

Ｆ

ざ

電

廷

似
雲
涯
険
慨
諜

鱗
室 蓑.桑 砦､ 脚 需鯏卜､学 皐1

』
》
弐

學

篭

堆

達群

くわ

鍬入れ式の様子

ウィザス高等学校の完成予想図

？

癖

Ⅷ
口
↓
》

誇
認
印
へ》 六

月
一
八
日
（
金
）

ー

柵 J r ﾘ

司
冥
Ｌ

丸

二

》

一

一

》

二
一

「
一
一
一

一
』
『
、

ヨ

主働

曲斗イ

Ｌ

Ｙ
Ｌ
ｒ
「

蜜
篝
一
謡

賑

喝

一

、壬

Ｊ

喧

混

ソ
断

Ⅷ叩

Ｉ

雷
議

Ｙ
ｌ
Ｌ
出
ｒ
－
Ｉ
哩
肘

丁
咄
Ｊ

』
Ｙ
Ｊ

ｎ

吋
ｗ
蝿
州

凸
訓
”
Ⅷ

》繍灘蕊 卿f 1 r

旧加工製紙高萩工場

製紙機器の移転工事が始まります
旧加工製紙高萩工場を所有する事業者から、機器搬出

工事についての連絡が入りましたのでお知らせします。

●事業主AP&PP(オール｡ペーパー．アンド･プリ

ンティング･プロダクツ)株式会社窓23-1111

．工事期間平成16年7月9日 （金）～12月28日 （火）

◎作業時間原則午前8時から午後8時

◎体 日原則日曜日は休日 （ほかに盆の数日間）

◎搬出日量コンテナ車で日に10台程度。 （道路交通法

に基づき所管する譽察署の指導に従い作業します）

古紙回収について

お知らせとお願い

高萩市・十王町事務組合恋22-2917

最近、古紙（新聞等）を戸別に回収する案内「チラ

シ」が、市内全域的に配られており、多くの問い合わ

せが寄せられています。その「チラシ」による古紙回

収と事務組合の資源収集とは、一切関係ありません。

当事務組合としては、現在再生資源の売り払い収入

を貴重な財源としてごみ処理経費の一部に活用させて

います。したがいまして、市民のみなさんにはこれま

で同様集積所への排出にご協力くださるようお願いい

たします。

。P

「最善の注意を払いながら工事をすすめるので、 ご理

解とご協力をお願いします」と申し添えられていました。

車両搬出入ルート図
/諒癒…照､悪

自衛官募集平成'6年10月入隊予

種 目 2等陸・海・空士

受付締切平成16年7月30日（金）

応募資格 18歳以上27歳未満の男子

試験日平成16年8月4日（水）

試験会場ひたちなか市勝田駐屯地

試験科目国語。数学・社会、ほか身体試験科目国語。数学・社会、ほか身体

-, $

限

雲譜ず

・適性検査等

初任給 159,600円（学歴・経歴加算により増額）

ほかに各種手当、ボーナス年2回

●申込先自衛隊茨城地方連絡部日立出張所

a()294 21-1524
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…孝鋼:讓篝藝呼…
砿

鮒
毒
胤
錘
〉
細
心
一
李
淵
鍛
織
”
二

Ｅ
済
聯

行政ニュース

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
す
る
こ
の

事
業
に
は
、
学
園
で
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生

と
そ
の
保
護
者
な
ど
三
三
人
が
来
市
。
生
徒

の
み
な
さ
ん
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
生
活
を

楽
し
ん
だ
り
、
市
内
の
各
中
学
校
で
習
字
な

ど
の
授
業
や
給
食
を
体
験
し
ま
し
た
．

第10回力メハメハ学園交流事業

6月3日(木)～9日(水）

叩
、
Ⅱ
叫
懐
ｆ
〃

埼
玉
県
で
二
年
間
、
花
き
栽
培
の
修

行
を
積
ん
で
来
た
と
い
う
斉
藤
さ
ん
。

高
萩
に
帰
郷
し
て
か
ら
こ
の
仕
事
を
始

め
て
、
一
二
恥
○
年
が
経
過
し
ま
し
た
・

「
小
さ
い
頃
か
ら
農
業
を
営
む
両
親
の

手
伝
い
を
し
て
き
た
こ
と
も
関
係
あ
る

ん
で
し
ょ
う
ね
喝
そ
の
影
響
が
大
き
い

Ｊ

二

と
思
い
ま
す
」
と
蕊
こ
の
仕
事
を
志
す
き
っ

か
け
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
Ｐ
斉
藤

さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て

と

よ

ひ

と

：

ゞ

豊
人
さ
ん

（
下
手
綱
）

蕊
ｊ金１日５２一

室
回

教
日

帷
和

康
…

健子親
市
民
体
育
館
を
会
場
に
開
か
れ
た
親
子
健

康
体
操
教
室
に
は
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
三
○
組
六
一
人
が
参

加
。
組
み
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
リ
ズ
ム

体
操
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
協
力
し
な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
し
た

毒潅

‐

い
る
花
の
銘
柄
は
キ
ャ
ツ
ト
テ
ー
ル
〃

ボ
ー
チ
ュ
ラ
カ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
。
観
葉
植
物
の
ワ
イ
ヤ
ー
プ
ラ
ン
ッ

も
扱
っ
て
お
り
、
ハ
ウ
ス
内
は
年
間
を

通
し
て
花
が
咲
い
て
い
ま
す
月
「
そ
の

花
の
特
性
な
ど
を
つ
か
む
ま
で
に
は
、

相
当
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
市
場
で

の
銘
柄
価
格
が
下
が
れ
ば
別
の
花
に
切

り
替
え
た
り
も
し
ま
す
。
だ
か
ら
い
つ

や

も
勉
強
の
連
続
で
す
ね
．
花
は
手
を
掛

け
れ
ば
掛
け
る
だ
け
き
れ
い
に
な
る
し
、

こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
は
努
力
し
た

分
だ
け
自
分
に
返
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ゞ 働
い
て
い
る
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

よ
う
と
、
同
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
「
お
し
ご
と
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
を
添
え

て
花
束
を
贈
り
ま
し
た
．
こ
の
日
は
他
に
市

内
の
病
院
な
ど
も
訪
問
し
ま
し
た
．

キリスト教聖児幼稚園児が
市役所を訪問

5月26日（水）
一

一

一

ー

1
1

1

．
匙
ン
．
釦
●
マ
．
、

虻
融
。

街
。
。
嘩
剥
ｆ

爵

・

み

郡

錦

織
密

』

《

一

一

）

軸

、

一

一
毒
飛
澤
乙
一

●
・
》
蕊
｝
］

』“』

躯
・

歩
＄
“
凸

ｆ
マ
ー
・

叱

り

唖

錘

織

舞

。△

●

穂

塔

畑

鐵
篝

罪

唖
“

幸

．

γ

世

弘

●
．

等

「

『‐

乎

晶

融

倶

▽

噸

一
議
蕊
溌

口

毎Ｆ

』
Ｊ
Ｍ
や

押

》

》

ｑ

》

蒋

此

ｂ

“

》
塞
鍛
峰
称
蝉
罐
｝
》

溌
蕊

蘂
琴
逵

雲謹謬
争
圧

蕊
蕊

一
口
》
里

窪議鐸
r

＝q q ロロワ▲…

誕
心認】 ､
5艶』

胃琴
て壼淺.÷

;鐙蕊

H 街
我 暉

垂

《
蕊
蕊
蕊
議
》

篝
》
蕊
蕊
蕊
蕊溌
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丑23－7174

［開館時間］
9:30～17:50

◆青少年読書感想文全国コンクール課題図書◆

○小学校低学年の部

・しゆくだい （岩崎書店）

・きつねのかみさま （ポプラ社）

・このはのおかね、つかえます （佼成出版社）

○小学校中学年の部

・ちびねこグルのほうけん （福音館書店）

．ずいとん先生と化けの玉 （菫心社）

・よみがえれ、えりもの森 （新日本出版社）

○小学校高学年の部

．すてねこタイガーと家出犬スポット （文研出版）

・海で見つけたこと （講談社）

・救出 （アリス館）

○中学校の部

・エドウィナからの手紙 （金の星社）

｡モギちいさな焼きもの師 ｜あすなる書房）

・食べ物と自然の秘密 （小峰書店）

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhtfp://www･ jsdi .or. jp/~taka-1ib/

図書館ガイド
子供映画会’ 7月10日(土） 14:30～

「キラキラ」

「よっちゃんの不思議なクレヨン」

おりがみ教室’ 7月17日(土） 14:30～

「＜わがた」「つりがねそう」

「ほたる」「たいほうせん」

おはなし会’ 7月24日(土） 14:30～

絵本 「つきよのくじら」

紙芝居「クーたんとらりるれロボット」

ﾈﾙｼｱﾀｰ「七夕」

図書館カレンダー●は休館日

日月火水木金土

1 2 3

7 4⑤6 789 10

月 |脇M棚I
25⑳272829⑳31

火水木金士月
②
⑨
⑯
⑳
⑳

日
１
８
幅
距
羽

８
月

3456 7

10 11 12 13 14

17 18 192021

242526⑳28
31 ー

市
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
画
家
〈
故
）
村
田
猛
さ
ん
の
作
口
中
「
花

貫
渓
」
が
、
氏
の
二
男
に
あ
た
る
村
田
亮
さ

ん
よ
り
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
．
村
田
さ
ん
の
絵
画
は
自
然
美
を
表
現

し
た
風
景
画
で
知
ら
れ
、
日
本
美
術
院
展
に

も
入
選
さ
れ
て
い
ま
す
．

今
回
寄
贈
さ
れ
た
「
花
貫
渓
」
も
１
９
８

０
年
一
昭
和
開
年
一
の
第
髄
回
院
展
で
入
選
し

た
作
品
で
す
．
亮
さ
ん
に
は
こ
の
日
、
岩
倉

（
故
）
村
田
猛
さ
ん
の

絵
画
を
寄
贈

蝿恭蓉壼

鍵
鶏岩倉市長より感謝状を受ける

村田亮さん（写真中央） と村田

保さん（同右）

全労災第8回夏休み親子映画会

『トレジャー･ブラネット』
■日時 8月8日旧)午後2時から

4時30分(午後1時開場）

■場所高萩市文化会館

■内容映画上映と抽選会|入場無料）

■問合せ全労災日立支所aO294-22 6031

鱗
岬､醜灯 り抑 ．州山

鶏
9F 『『ぜ 『幻 軒f

識鍵
熱＃罐

ー

鰯 賑

上松美香withストリングス

(アルパ） (弦楽五重奏団）

■日時 9月26日（日）

午後5時30分開場6時開演

■場所高萩市文化会館

■入場料2, 500円(全席指定）

枚数制限／一人4枚まで

■プログラム白い鳥､テリソート

春花、ニューシネマパラダイス他

■プレイガイド田所書店、仲屋書店、

モンペリせきね、 （有)上島名ねもと

ビアノマート(磯原) 、 日立市民会館

和田ストアー(十王) ､高萩市文化会館

鋼職郷職’蝿
嚇蝋

灘洲鵬鍵
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貴
菫
な
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
、
特
に

高
萩
の
様
子
を
撮
影
し
た
８
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

お
借
り
し
た
フ
イ
ル
ム
は
ダ
ビ
ン
グ
し
、
記

録
と
し
て
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
保
管
す

る
と
と
も
に
、
希
望
者
に
は
実
費
で
Ｖ
Ｈ
Ｓ

ま
た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
生
涯
学
習
課
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

第
訂
回
高
萩
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
出
場
チ
ー
ム

▼
日
時
８
月
皿
曰
く
日
｝
午
前
８
時
訓
分
か

ら
▼
会
場
市
民
体
育
館
。
▼
対
象
者
市

内
に
居
住
す
る
既
婚
の
女
性
。
▼
チ
ー
ム
編

成
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー

昔
の
８
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
の
映
像

蟇
口
集
目

1 ,‘ "";職1; "“

ぢじの暮:員雲

報
ｘ
》

情
一

▼
日
時
８
月
７
日
（
土
）
と
８
日
（
日
）
の
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
。
▼
会
場
高
浜
運

動
広
場
テ
｜
｜
ス
コ
ー
ト
。
▼
対
象
者
初
心

者
の
人
ま
た
は
、
禍
歳
以
下
の
ジ
ュ
｜
｜
ア
。

▼
参
加
料
無
料
。
▼
申
込
７
月
何
日

〈
土
）
か
ら
８
月
６
日
〈
金
一
ま
で
に
、
勤
労
吉

少
年
ホ
ー
ム
受
付
窓
ロ
へ
。
▼
問
合
せ
高

萩
市
テ
ニ
ス
協
会
小
野
光
一
さ
ん
狂
叫
Ｉ

２
０
２
１

△
で
、
監
督
と
コ
ー
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

含
む
朽
人
以
内
。
▼
参
加
料
１
チ
ー
ム
４
，

０
０
０
円
。
▼
申
込
市
民
体
育
館
に
備
え

て
あ
る
所
定
の
申
込
害
と
参
加
料
を
７
月
相

日
（
木
）
の
午
後
６
時
訓
分
か
ら
教
育
委
員
会

会
議
室
で
行
わ
れ
る
代
表
会
議
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

狂
羽
１
７
０
３
６
、
市
民
体
育
館
狂
四
１
２

５
５
２

▼
日
時
７
月
刀
日
（
火
）
か
ら
四
日
〈
木
）
と
、

８
月
３
日
〈
火
）
か
ら
６
日
一
金
）
の
午
前
Ⅲ
時

か
ら
正
午
ま
で
。
▼
会
場
高
萩
小
学
校
プ
ー

ル
。
▼
対
象
者
幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
６

年
生
の
子
と
そ
の
親
｛
加
組
先
言
順
）
。
▼
参

加
料
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
〈
瘍
害
保
険
料
含
）
・

▼
申
込
７
月
６
日
〈
火
）
か
ら
柏
曰
く
金
）
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
．
▼

親
子
水
泳
教
室
の
参
加
者

初
級
テ
｜
｜
ス
教
室
の
参
加
者

Lロ

夏
休
み
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
の
参
加
者

▼
日
時
７
月
距
日
（
木
）
・
刀
日
（
火
）
・
羽

日
〈
木
）
と
８
月
３
日
（
火
）
・
５
日
（
木
）
・
佃

日
《
火
）
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
。
▼
会

場
高
浜
運
動
広
場
テ
｜
｜
ス
コ
ー
ト
。
▼
参

加
料
一
人
５
０
０
円
（
傷
害
保
険
等
）
．
▼

対
象
者
小
学
校
４
～
６
年
生
の
親
子
。
▼

申
込
７
月
６
日
一
火
）
～
相
日
一
金
）
ま
で
に

勤
労
吉
少
年
ホ
ー
ム
受
付
に
備
え
て
あ
る
用

紙
を
記
入
し
窓
ロ
へ
。
▼
問
合
せ
高
萩
市

ソフトテ｜｜ス連盟熊谷吉雄さん狂四３４２２

問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂
四
１
７
０
３

６
禁
煙
・
分
煙
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
に
つ
い
て

一
茨
城
県
禁
煙
・
分
煙
認
証
制
度
一

健
康
増
進
法
に
よ
り
、
多
数
の
人
が
集
ま

る
施
設
の
管
理
者
に
、
受
動
喫
煙
防
止
の
努

力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
で
も

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
茨
城
県
禁
煙
・
分
煙
認
証
制
度
」
が

平
成
相
年
５
月
１
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
健
康
増
進
法
等
で
定
め
る
施

設
｛
学
校
・
病
院
・
官
公
庁
施
設
・
劇
場
．

お
知
う
せ白戸

け

百
貨
店
・
飲
食
店
等
）
が
認
証
申
請
を
し
て
、

交
付
さ
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
各
施
設
に
掲
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
利
用
者
に
広
報
・

理
解
を
促
す
も
の
で
す
。
「
禁
煙
・
分
煙
ス

テ
ッ
カ
ー
」
を
希
望
す
る
施
設
は
申
請
害
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で
。

▼
問
合
せ
健
康
づ
く
り
課
狂
叫
１
２
１
２

▼
開
放
日
［
東
小
］
７
月
妬
日
（
日
）
、
８
月

８
日
〈
日
）
、
創
日
〈
土
｝
。
［
松
岡
小
］
８
月
迦

日
一
日
）
、
羽
日
〈
土
）
。
▼
時
間
午
前
側
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
※
悪
天
候
時
は
開
放

し
ま
せ
ん
．
▼
対
象
者
ど
な
た
で
も
〈
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
。
水
泳
帽

子
言
用
の
こ
と
。
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
狂
羽
１
７
０
３
６

お
盆
の
時
期
に
な
る
と
、
「
お
盆
流
し
」

の
伝
統
的
な
習
慣
や
行
事
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
流
さ
れ
た
も
の
が
川

や
海
を
汚
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の

時
期
、
海
岸
や
花
員
川
、
関
根
川
で
は
散
乱

す
る
ご
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今

年
も
「
お
盆
流
し
の
自
粛
」
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
▼
問
合
せ
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
〈
生
活
環
境
課
内
）
狂
羽
１
７
０
３
１

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
自
由
開
放
し
ま
す

盆
流
し
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
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こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
従
来
の
窓
口
申
請
に

加
え
、
職
場
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
や
届
出
を
簡

単
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
※

交
付
は
郵
送
か
窓
□
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
手
続
き
茨
城
県
の
関
連
手

続
き
で
本
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

手
続
き
は
、
本
年
５
月
の
時
点
で
帥
項
目
で

す
．
高
萩
市
で
は
７
月
他
日
《
月
）
よ
り
開
始

予
定
で
、
当
初
対
象
は
次
の
枢
項
目
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
対
象
手
続
き
は
今
後
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。
▼
高
萩
市
に
お
い
て
交

付
請
求
・
申
請
、
届
出
で
き
る
も
の
①
住

民
票
・
附
票
の
写
し
②
戸
籍
附
票
の
写
し

③
付
記
転
出
届
④
住
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
⑤
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
⑥

事
業
所
所
在
証
明
⑦
納
税
証
明
⑧
土
地
・

家
屋
現
況
証
明
⑨
犬
の
登
録
事
項
変
更
届

出
⑩
犬
の
死
亡
届
出
⑪
母
子
健
康
手
帳

⑫
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
▼
電
子

申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
利
用
方
法
雲
ヰ
ロ
ミ

二
三
三
一
．
四
の
己
’
一
三
四
「
四
云
一
．
一
つ
一
三
○
一
二
の
一
一
コ
ユ
の
×
．
三
計
三

一
】
ヘ
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
操
作
方
法
等
も
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

確
認
で
き
ま
す
｝
▼
問
合
せ
企
画
政
策
課
狂

四
１
２
１
１
８

「
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
」
が
運
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

飲
用
井
戸
等
を
ご
使
用
の
方
へ

よ
り
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
を
図
る
た
め
、

す
べ
て
の
賃
貸
住
宅
が
条
例
の
規
制
対
象
に

な
り
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
等
賃
貸
住
宅
を
設
置

し
て
い
る
人
で
、
水
道
水
以
外
の
水
（
井
戸

水
等
）
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
仰
月
１

日
一
金
）
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
保
健
所
へ
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
※
詳
細
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
日
立
保
健
所
か
市
水
道
部
ま
で
。
▼
問

合
せ
日
立
保
健
所
狂
０
２
９
４
１
胆
１
４

１
８
８

茨
城
県
給
水
施
設
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
神
栖
町
の
有
機
ヒ
素
や
牛
久
市
の
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
問
題
な
ど
、
地
下
水
の

汚
染
事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
茨
城
県
で
は
、
飲
用
井
戸
の
安
全
確
保
の

一
居
の
充
実
を
図
る
た
め
、
現
在
の
条
例
を

改
正
し
、
規
制
対
象
の
拡
大
等
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
水
道
水
以
外
の
水
を
供
給
し
て
い
る

在
宅
で
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
人
に
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し

▼
巳
時
７
月
四
日
一
金
）
、
８
月
５
日
〈
木
一
・

旧
曰
く
水
）
午
後
１
時
卵
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
。
▼
会
場
図
書
館
二
階
会
議
室
。
▼
内

容
理
科
・
社
会
‐
統
計
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
の

相
談
。
▼
対
象
者
小
・
中
学
生
。
▼
問
合

せ
学
校
教
育
課
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
５

在
宅
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

夏
休
み
自
由
研
究
の
相
談
会

ー

: D叩【

f等篝火葆健がらり溢薊らぜ等■鷺総鑑謹迩iii ま
す
。
支
給
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
支
給
要
件
①
支
給
額
３
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

要
介
護
３
以
上
〈
相
当
す
る
状
態
も
含
む
）
の

高
齢
者
を
、
平
成
相
年
２
月
１
日
か
ら
平
成

相
年
７
月
訓
日
ま
で
継
続
し
て
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
。
②
支
給
額
８
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

要
介
護
４
又
は
５
〈
相
当
す
る
状
態
も
含

む
）
の
高
齢
者
を
、
平
成
相
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
相
年
７
月
訓
日
ま
で
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
《
１
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
は
除
く
）
を
利
用
せ
ず
継
続
し
て
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
。
▼
申
請
期
間
８
月
２
日
〈
月
）
か

所得により医療費窓口負担が変わります｜

病院などで支払う自己負担は前年の所得によって「1割」または

｢2割」になります。負担割合は、毎年8月に見直されますが、変

更になる人には7月22日(木)頃に通知をしますので、保険医療課で

新しい「医療受給者証」と交換してください。

減額の適用を受けるためには申請が必要です ー

入院をした時に病院で支払う負担金と食事代が減額されます。下

記の条件に該当する人は申請手続きをし、 「限度額適用・標準負担

額減額認定証」の交付を受けて下さい。

世帯の全員が「住民税非課税」ですか？
［､

一一一～
唖 書く皿室

花
貫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
の
無
料
開
放

▼
場
所
花
員
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
施
設
。

▼
施
設
テ
｜
｜
ス
コ
ー
ト
ニ
面
一
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
ニ
面
）
。
▼
開
放
日
時
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
▼
申
込
・
問
合
せ
花
員
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
狂
胆
１
４
３
１
８

ら
訓
日
〈
火
）
ま
で
。
▼
問
合
せ
高
齢
福
祉

課
電
距
ｌ
Ｏ
Ｏ
８
０

ツ

|該当になります ×該当になりません

↓

入院医療費の自己負担限度額は、 月額24, 600円で食事代は650円

です。 （90日以上の入院の場合には食事代が500円になります)収入

によっては限度額が月額15, 000円、食事代が300円になる場合もあ

ります。入院の予定がある場合には、事前に申請して下さい。なお、

有効期間は毎年8月1日から翌年7月31日までです。

※現在「減額認定証」をお持ちの人は7月31日で期限が切れますの

で、更新通知を送付します。医療受給者証・保険証・印鑑を持参

のうえ保険医療課窓口で更新手続きをして下さい。また、保険証

が変わったり交通事故で老人保健を使った場合等も手続きが必要

です。
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封這#周鰯
誉､卿誉蝉柵霞簔遡礎雲学一雫雲室: ・薑

晶

畦

聿

詑

室

穿

琴
篝

蕊
- n蝉1

赤浜音楽祭2004
蓬雷

○日時8月1日（日）午後3時から8時

○会場願成寺海の見える庭園※小

雨決行、荒天時は高萩市文化会館

○出演NHK交響楽団団友弦楽四重

奏団、 YoI chi Super Band、今野公

孝ジャズバンド、星野由美子、 Poe

mlX&EL RAPE、小川由美子、 中島

田鶴雄

○入場料前売り ：大人1 , 800円、小・

中学生800円当日：大人2, 000円、

小･中学生1,000円※障害手帳を

お持ちの方は当日券の半額入場先

着200名に新鮮きゆうりプレゼント

○プレイガイド文化会館、田所書店、

赤浜ストアー、 日立シビックセンター、

日立市民会館ほか。

○その他生オケのど自!|曼大会の開催

無料臨時駐車場完備軽食等売店有

●問合せ赤浜音楽祭実行委員会長

久保徹さん窓24-4858

蕊

へイケボタルの観察会

○日時 7月17日（土)午後7時30分

から9時。雨天順延

○場所未定

○参加費無料

○申込み当日、午後7時30分までに

中央公民館前駐車場に集合。※小学

生以下のお子さんは、保護者同伴

●問合せ夢蒼塾深津英世さん

恋23 6437

】Zn

第7回夏休み親子工作教室

○日時8月7日（土)午前9時から

午後2時(当日受付8時30分から）

○会場県立高萩工業高等学校

○内容 「ペットライト(ペットボト

ルを利用した照明)を作ろう!」

○募集人員小学4～6年生の子と親

20組(40人）

○参加費 1 , 000円／組

○携行品昼食、上履き、筆記用具

○申込み 7月16日（金）までに電話

で申し込み(先着||頂）

●問合せ県立高萩工業高等学校

菅野明先生盃22-2769

茎塞呂』L

障雲ああるお子さんのための
巡回教育相談鱗：

＃＃

○日時 8月5日（木）午前10時から

午後3時

○会場県立北茨城養護学校

○相談員養護学校の先生、特殊学級

の先生など

○相談料無料、秘密厳守

○申込み 7月2日（金）までに電話

などにより学校教育課まで申込み

●問合せ高萩市教育委員会学校教

育課召23-1135

終戦当時の海外引揚者のみなさんへ

税関では、海外からの引揚の際お預

かりした次の通貨・証券などをお返し

しています。

○終戦後、外地から引き揚げてこられ

た人が上陸地の税関、海運局に預け

られた通貨・証券など

○外地の集結地において総領事館など

に預けた証券などのうち、 日本に送

還されたもの

※返還の申し出は、ご家族の人でも可

●問合せ横浜税関鹿島税関支署

日立出張所召0294-52-2215

甸〆

＝､ ’蛾

平成16年度茨城県譽察官採用試験
書雪雲

○受験資格A:昭和50年4月2日以

降に生まれた人で、大学を卒業した

人若しくは平成17年3月31日までに

卒業見込み、または人事委員会がこ

れと同等と認める人。 B :昭和50年

4月2日から昭和62年4月1日まで

に生まれた人で、 Aの受験資格に該

当しない人

○採用人員A(男子:80名、女子:4

名程度)、 B(男子:34名、女子: 3

名程度）

○第1次試験9月19日（日）

○試験方法第1次試験：教養試験、

論文、身体･体力検査

○申込受付期間 8月27日(金)まで

●申込み・問合せ茨城県警察本部警

務課採用係召0120-314058

筆』靴

就学義務猶予免除者等の

中学校卒業程度認定試験
'

”なんらかの理由により中学校を卒業

できないと見込まれる人などに対し、

中学校卒業程度の学力があるかどう

かを認定するために国が行う試験です。

合格した人には高等学校の入学資格

が与えられます。

○願書受付期間 8月2日（月）から

9月3日（金）までに文部科学省宛

提出

○試験日 1 1月1日（月）

●詳細・問合せ茨城県教育庁義務教

育課召029-301-5220

附舞

卵の殻でつくる置物教室

一○日時 7月31日（土)午前10時から

正午まで

○場所松岡地区公民館

○募集人数25人(小学4年生以上）

○参加費材料費(1個100円程度）

○持参品はさみ、新聞紙1枚、小絵

筆2本(糊付け用）

○申込み7月25日（日）までに電話で

申し込み(先着順）

●申込み・問合せ高萩市明るい社会

づくり推進協議会斉藤光代さん

"090-8518-6218または、荻原洋子

さん5090-9130-6665

。〆

吉田正音楽記念館オープンイベント日 市立

○とき7月31日(土)午後4時～9時
○ところ吉$箙音楽記念館野外ステージほか

○内容公蟇で選ばれた吉田メロディーを愛好する人や

昭和時代の音楽を愛好する人などが、歌い・演奏します。

大人も子どもも楽しめる「屋台村」の出店など。

●問合せ吉田正音楽記念館吾O2g4-21-1125

霧憲議麓 ､簔
電

髻鐸
露＝

|北茨城市｜ 大津の盆船流し
○とき8月16日（月） 午前6時から

○ところ北茨城市大津港

○内容新盆を迎えた家で、盆船といわれる全長約3mの船を作り「じゃん

がら念仏踊り」によって霊魂を慰め、海に送る伝統行事。昭和54年、茨城県

民俗無形文化財に指定。

●問合せ大津漁業協同組合召46－1117

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

･菅波洋平さん(高萩) 300, 000円

･牡嶮理研究所茨城東支所 15, 000円

･沼田浩さん(高萩) 200, 000円
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一
》
正

灘W瀧轄;lWV瀦鍾WvWW霧議料購鯵驚譽WWWW鍵
■茨城県加盟団体対抗親善ソフトボール大会市予選会

□とき 5月23日（日）

□ところ高浜運動広場

口参加チーム 7チーム

」
課からの
23－7036

振興
吾

スポーツの結果(敬称略）

§
一

、毎．

山
一
』
耐

℃
｜
さ
一
駒

菅
得
ご
書

･ Sタートルズ

さらソフトボールクラブ代表権獲
■高萩市バレーボール連盟春季1部大会

□とき 5月23日旧1

□ところ市民体育館

口参加チーム 8チーム

蕊
雲
薑 木原ソフトボールクラブ

■茨城県お父さんソフトボール大会市予選会

□とき 5月23日旧）

□ところ高浜運動広場

口参加チーム 4チーム

瀞"ﾙ下溌#い弾wI:'l《女予の部》、≦ ､ i ' "
&

豊悶晏譽ﾆ ‘…認毒令圭一弐.基 ….

優 茸勝M, B－フレンズ
…~…－ ： ：』‘”．. ";;篭

準優 ‘勝‘ ' F･スピリッツ

ヌ津胸乳,位『# 1 ウインズ

《勇子の部》

桃TARO

オーバーレブ

■第25回高萩市民ゴルフ大会

□とき 5月30日旧）

□ところ高萩カントリークラブ

ロ参加人数 123人

■ちびっ子野球大会兼茨城県スポーツ少年団

野球大会高萩支部予選会

□とき 5月29日(士） ・ 30日旧）

□ところサンスポーツランド高萩

口参加チーム 7チーム
－

’

■第57回珂北高等学校野球大会

□とき 6月2日|水)～7日（月）

□ところ市営野球場・松丘高校

口参加校26校

篝
雲
簔
鐸
鐸
輝
塞
奉
琴
鐸
癖
騨
鑿
簔
蕊
霊
。

優
一
準
一
蕊
一
璋

≦勝

優勝

3 位

3 位

立高等学

等学

等学

高等学

校

校
一
校
一
校

明秀学園日

佐竹高

多賀高

日立工業
潭
塞
妾
壽
套

…恥…ど軋…異… 唯 …雪一寺 ハ腎跨窪 目先匡砥 夢 , 凶榊出癖･……二確乞 畢竜 一J琴醗f …基

(優勝した明秀学園日立高等学校野球部）
ー

■高萩STIソフトテニス)大会

□とき 5月30日旧） □ところ 高浜運動広場テニスコート ロ参加者56人

蕊噌職;溌噸
／田辺・中島

／渡辺・豊田

・ 会 津

／瀬戸・大森

!電!γ‘"職域〃識'撒蕊｡:"!優
“雷二.． ” 、 :一輔宅 “ 逢 一熱…い，愚曽 ” ‐ 趾 ． ～ －

~毒 ぞ 亜Z~〃 ； . =ﾆｰ ‐

急壹叫般『‘:男壬W鈴木
蕊騨般女子'＆部γ 高橋
一二碁二 鷺 『

~ ~ ＝墨…ず 芦~…雪､

一般女子2部､， 鈴木

笠荘Iざ"”津｜ 飛 田

勝

村 田

飛 田

野 口

関 口

勝
一
作
一
熊
一
伊
一
杉

戦嘩堪
も “F鍵

騨
寮
蕊鍵

許
田
藤
岡
坪

箪
一通

嶋
一
吉
佐
高
大

岬
舜
畢

脚
ゴ

野

鋸

草

、

2弾‘ "㈱‘w噸壁嘱;1 ﾒﾒｻ
琴 . 』錘= 齢 〃

こ 室 ､ ｡ 竜睡 一 唇 ｡＃ I』 x

間 三國・

谷 根本・

藤 利

浦 松本．

第
一
誌
一
浬
一
光
一
難

j,■第25回高萩市剣道錬成大会

□とき 6月13日旧） □ところ市民体育館 ロ参加人数団体戦15チーム、個人戦195人

【団体】 ［小学校低学年の部第3位］若葉剣士会［小学校高学年の部第3位］高萩武徳殿

【個人】 ［小学校低学年の部第3位］車春樹(若葉剣士会) 、車拓弥(若葉剣士会) 、 ［小学校高学年の部第3

当位］大和田暁也(武徳殿) 、 ［一般男子の部優勝]村山和也(高萩高校) 、 ［同準優勝］小室清史{高萩高校) 、

［同第3位］北畠佑典{高萩高校) ・宮尾洋輝(高萩高校) 、 ［一般女子の部優勝］川崎有紗(松丘高校) 、 ［同準

優勝］甲高佳織(松丘高校) 、 ［同第3位]鈴木雅恵(松丘高校) b善方かおり(高萩高校）

篝拉Ｉ》畑一榎肺

13

J1WW蜜……

代表権獲得 高浜モツ トローズ

羅吋録；蝿溌1蕊
『’

『 松 本 孝 也

篭割鐵ﾙﾙﾙ識伽撚劉藤 田 一 夫
レディース優勝鈴木すみ江
溌臘鐡椴識礎興AI大和田通明

準 優 勝 根 本 靖優 勝；
"#準優勝

第 3 位

松 原

卜 王 野 球 団

島 名 中 央



無料⑲相談
I市内に住所を有する人が対象です）

<行政相談 》
日時： 7月8(木) ・22日(木) 、午後

1時～3時／市尉目談室／相談員：

鈴木清相談員

●秘書課宕23-7320

K家庭児童相談（予約制l XX
蓉苣篭

日時:毎週火曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター内の

相談室／児童相談所の児童福祉司。

家庭相談員

●社会福祉課念23-7030

岬L

唖山 ざ

ﾓ F 一 一＝子宝

＝

＃…
冤： ． ． ＝書塞零喜一 ‘ 』

慮熟m燃蕊綱 熱＃鱸

ｌ洲紬捌僻繩猟製叫》岬我輔い蝿二轍ｌ陣、、酸

一

》

一

睡

四

》

》

嬢

一

一

篝

簔

一

ｗ

嘩

蝿

峰

鐸

》

ﾆｰ幸弓

鍔号毒軋

春の校外学習(秋山小学校）
5月13日(木）

一

一

一

毒

一

垂
童
睾

同
校
で
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
て

い
る
春
の
校
外
学
習
．
今
年
は
三

年
生
八
三
人
が
手
綱
工
業
団
地
の

東
邦
工
業
社
と
下
君
田
畜
産
団
地

｛
斎
藤
牧
場
一
を
見
学
し
ま
し
た
。

大
型
機
械
が
、
ア
ル
ミ
｜
｜
ウ
ム

を
削
る
の
に
目
を
み
は
り
、
ま
た
、

「
牛
っ
て
や
さ
し
い
目
を
し
て
い

る
ね
」
と
感
想
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
． 蕊

交通事故相談

日時:月～金曜日､午前9時～午後

4時30分／場所:水戸合同庁舎1階

●中央交通事故相談所冠029-233-5621

K心配ごと相談（予約制） 〉
日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所:総合福祉センター

＊7月29日(木)が弁護士による法

律相談日(電話予約制です）

尋f-当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会,823-834r-

Ir晴諏クリ三ツク（予約制） ~〉
日時:7月7日(水) ・14日(水)421

日(水＊痴呆)R:7月28B(水＊痴
L N

呆) ・8月4日(水) ･午後1時～3

時/場所:日立保健所

●日立保健所盆0294-22-4196

Xこころの相談（予約制） 〉

室
伽
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
か
ら
ク
リ
旧日

剛
妬
一
一
ツ
ク
コ
ー
チ
を
招
き
、
毎
水
曜
０２

脚
明
日
夜
五
週
間
に
わ
た
り
サ
ッ
カ
ー

ッ
ト
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
．
展
叩

、
Ｊ
３

加
跡
参
加
し
た
の
は
ホ
ー
ム
利
用
者
“
み
剛

〆
、
６

弘
匪
な
ど
一
一
六
人
．
｜
フ
ン
｜
｜
ン
グ
と
パ

ホ
５
ス
の
練
習
が
や
は
り
基
本
．
最
後
‘
佐

孵
は
四
～
五
人
に
分
か
れ
て
の
ミ
｜
｜
匠の

聿
目
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
．

ぎま

獅

州

榊

咄

”

錐

》

、

撫
響

謙Ⅱｗ一
～

日時;:8月6日(金) ・午前10時～正

午／場所：総合福祉センター内の

相談室′相談員精神科医と保健師

●健康づくり課冠24≦2121

相談 〉

毎週木曜日の午前10時～午

／場所：水戸地方法務局日

／相談員：人権擁護委員

人権相談

日時:：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所:水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局窓0294-21-2253
ー

消費生活相談

消費生活に関する苦情や相談 j

＊随時電話で受け付け

;“●消費生活センター恋029-225-6445, ;

』学Ⅱ

16日(月)･21日(土)･22日旧)･29日旧）

●花貫クリーンセンター恋22-4318

⑳；人回と世帯■

②蕊獄踊‘議謬6’6,8人(-,4）
⑳ 響伽85人(_2）

灘③ ’2,121世帯け6）
※（ ）は前月比

竜一呈

地
球
の
平
均
気
温
は
こ
の
百
年

間
で
○
・
六
度
上
昇
し
ま
し
た
。

あ
と
二
度
上
昇
す
る
だ
け
で
、
あ

の
世
界
遺
産
「
白
神
山
地
」
の
ぶ

な
林
が
全
滅
す
る
そ
う
で
す
。
一

・
二
世
紀
の
う
ち
に
子
孫
に
と
っ

て
過
酷
な
環
境
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
報
道
を
見
て
、
ち

ょ
っ
と
だ
け
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
上
げ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
の

気
持
ち
が
大
切
で
す
よ
ね
。
原
唖
幽

昨
年
の
夏
、
我
が
家
で
飼
っ
て

い
た
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
が
卵
を
産

み
ま
し
た
。
そ
の
卵
が
幼
虫
、
さ

な
ぎ
を
経
て
㈲
と
う
と
う
成
虫
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
劇
的
な
変
身

龍
）
ぶ
り
を
、
初
め
て
目
の
当
た

り
に
し
た
息
子
た
ち
も
大
喜
び
で

す
。
生
物
と
し
て
我
々
人
類
の
大

先
輩
に
あ
た
る
昆
虫
類
。
そ
の
数

も
な
ん
と
、
地
球
上
の
全
動
物
種

の
八
割
を
占
め
る
そ
う
で
す
。
雨
叩
凹
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子
ぷ
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画

一

堅電．

有明海岸で「砂の造形」
6月22日(火）

＝

東
小
学
校
児
童
が
中
心
と
な
り

行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
．

ま
も
な
く
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ

る
白
砂
の
海
岸
で
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
分
か
れ
、
海
水
で
砂
を
固
め
て

思
い
お
も
い
に
造
形
物
を
作
り
ま

し
た
。
カ
ニ
・
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ

（
写
真
）
な
ど
生
き
物
の
作
品
が

多
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
．

F 1 凸

蕊
軸

猟卿躯篭蕊一製識擢 州”蝉j－Ju燃職 澱篭 琳識捌棚 師 , 『 僻j LｩH 研i ' 冊 ‘ 怖 何 塒

『y翌…篭;灘謹ゞ :… 雲

麗鱗蕊懲j: 患向ぶ語＆謹轆患．砿拶識霞… 恥野醗是-？温艶飢# $鶴醐 叶鵡庁埠説

吹
同
園
の
隣
に
整
備
さ
れ
て
い

日型
る
、
ア
プ
ロ
ー
チ
広
場
の
池
で

り
明
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
．
‐

釣
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

、
一
一
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
参

ガ
加
し
た
七
○
人
の
園
児
た
ち
は
、
＃

リ
真
剣
な
表
情
で
さ
お
を
伸
ば
し

展

ザ
て
い
ま
し
た
．

季

轌

花

識
一
一

「

手

秋山小学校「脱酸素実験」 ｰ’
L 可11

6月8日(火）

六
年
生
理
科
の
発
展
学
習
と

し
て
、
保
護
者
が
勤
め
て
い
る

手
綱
工
業
団
地
内
二
株
一
ワ
ン

ダ
ー
キ
ー
プ
高
萩
」
の
協
力
を

得
て
、
「
酸
素
」
の
実
験
を
行
い

ま
し
た
．
脱
酸
素
剤
を
使
っ
て

カ
ビ
発
生
を
抑
制
し
た
り
、
見

え
な
い
酸
素
が
検
知
剤
の
色
が

変
わ
る
こ
と
で
そ
の
存
在
を
知

る
な
ど
、
性
質
や
特
徴
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
．

1

？
塗

篭1灘，
啓一 宅,

由
５
１
象

本
町
の
Ｊ
Ａ
茨
城
ひ
た
ち
敷
地

内
で
開
か
れ
た
さ
つ
き
展
に
は
、

花
や
盆
栽
の
部
に
約
六
○
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
「
さ
つ

き
は
種
類
も
多
く
誰
で
も
楽
し
め

ま
す
．
若
い
人
に
も
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
同
会
会
員

の
み
な
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
．

「
、

訓

刻

■

ｒ
押
岬
ず

冒幸手

酔

呵副

胸

↑、

’４抑州叫

‐
州

’しＪｒ恥

蕪
自
認
“

Lf

ー

癖感岨

蝋

箒
雲
》
窪

鱸

蕊 篝

…

六
月
一
九
日
（
土
）
、
コ
カ
リ
ナ

フ
レ
ン
ド
ク
ラ
フ
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
「
千
の
風
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
木
製
楽
器

は
、
左
右
の
指
六
本
を
使
っ
て
演

奏
さ
れ
、
野
生
動
物
を
も
和
ま
せ

る
と
い
う
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。

蕊

まちの情報をお寄せください算
翌
垂
圭
錘
宅

し市役所秘書課
E23-7320 FAX24－4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

1

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス…
窪
撫

冠23－1 151， 23－1 152

灘
火災・災害情報案内

鵜
ゴ

ュ

畠

暮

Ｆ

ｇ

ｆ駐 E24-0019
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幕

犬
か
は
ぎ
の

輻

く

具

筑

献

、

理

堀

部

蛾

乎

晶

」

串

田

バス交通が発達し始めてきたこの

頃、 日立電鉄とともに市民の足となっ

て活躍した国鉄バス(現・ジェイアー

ルバス関東) 。当時の営業所は、大和

町にある中央児童公園北側で、現在

月極駐車場になっているところにあ

りました。

三世?
剰二

！

己
制

会
？
市市

50周年[旧国鉄バス高萩営業所］ （昭和29年8月撮影）

P

-雫 ､ ､ 爵､蕊密雲＝‘

謎圭一' 二 両

Ｊ
剥
蹄
ゆ
ざ
輔
碑
紳
軽
蝿
趣
吟
率
騨
雷
憂
幡
思
隠
騨
尹
騒
牌
暖
漫
稗
攝
騨
騨
離
邸
Ｍ
Ｈ
設
独
輔
設
耕
碑
謝
樋
蠅

可

撰

謝

鼎

繩

Ｊ

唱

…

恥

串

轍

品

伸

誕

坤

笹

懸

襖

穐

辛

甦

蒋

叩

⑭

没

Ｆ

￥

軽

雫

Ｍ

Ｈ

魯

肘

鱸

趣

[玉ねぎの地干し］

秋に種をまき翌年の初夏に収穫す

る「黄玉ねぎ｣｡このうち3～4月頃

に出荷される早取りのものは「新玉

ねぎ」と呼ばれています。新玉ねぎ

以外は、 日もちをよくするために収

穫後数日間は天日で風干しして、皮

謬諺鰯壗わい
錘

高萩市食生活改善推進連絡会

（東地区）

ー

揚げ豆腐の香味ソースかけ

（作り方）

木綿豆腐1009中|こは120mg

のカルシウムが含まれていま

す（1日の目標摂取呈は600mg)。

吸収に難点のあるカルシウム

ですが、豆腐の良質なタンパ

ク|こよって吸収が格段と促進

されます。

’①豆腐は水きりしておく。 1

： 丁を18等分しペーパータオ

； ルで軽く水気をとる

I②人参、セロリ、ネギはそれ

; 言鰯舞も議葉
!③妙りゴﾏは粗く刻む｡生姜
ニンニク、ネギはみじん切

； り|こして他の香味ソースの

り 材料とよく混ぜておく
‘④豆腐に片栗粉をつけて、油

。 で焼き色がつくまで揚げる

j⑤②を器|こ広げ、豆腐をのせ

｛ て③の香味ソースをかける
L-r"

ｑ
ｆ
斑
…
酷
い
蝿
屯
脚
別
等
咄
口
承
…
埋
杓
印
寺
謝
引
署
鼻
掛
段
謬
酔

i材料:‘人分Iｴﾈﾙｷ4-"Ⅲ｡｡, ｜
東地区のみなさん

－

誉嘗

日曜緊急医療当番医です 〔時間〕午前9時～午後4時 、：罵

一霊慰鳶惑？#
やすらぎの丘温泉病院|下手綱| (24) 1212‘ ：

; 蚕

諸原産婦人科医院(高戸) （23131131 ；
4日松岡クリニック(下手綱l '(2UO0 ,｣日1I-. -

たばたクリニック|高戸1 120)551 1 1I8B
11日福島クリニック(十王町1 (32)6800 ､FF11日|福島ｸﾘﾆｯｸ(十王町1 (32)6800 15日内田医院(大和町）

一十王医院(十王町）

,8日高萩クリニック(秋山) (22)210622日石医院|東本町）
2拍|高萩それいゆ病院(上手綱I (24)0770!"29日滝川医院(春日町）

一一
噸…臘柵蝋輝“珊細緬砿錘繍岬馴撫薦鯉郷側柵蠅癖蝿珊珊鵬緬硫潔刺綱鰄癖識"洲蝋蛎職"郷州繩癖縄職岬卿職癖騨輔細職癖腫謹繍職繍鰄砺

(3213266

1(22)2137
(231 171 1

(231 3100
乳割&州柵…鋼"u峠沈罰… 」唇 ~“堤wJ 埴

納期限修8月2日（月）○固定資産税・都市計画税(第2期） ○国民健康保険税(第2期）
口座振替は7月26日（月）○介護保険料(第1期）

市報たかはぎ

:蒸篭“
No.533

ノ〔/1,y

○ホームページhttp://www.city.takahagi ・ ibaraki .jp ○電子メールhisho@city.takahagi
○携帯対応版http://www.city・takahagi.ibaraki.jp/i/

｢倉淵NM|"
7r■申一b凸凸閉qﾛ 日■曲■｡『b■M凸■醒四回同

この印刷物は、古紙配合率100％
の再生紙と環境にやさしい「大豆
油」インキを使用しています｡

E謹書
鼻, t品ﾛﾖ古匹･｡＋及竺15.曜咄屋して

ibaraki .jp

16

食材 ｜ 分量

木
人
綿豆 腐

去

リ
菜

ロセ
れ

ｅ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｊ

ギ
害

、
不
貝

片 栗

場 げ

ｌ
Ｉ
０
Ｉ
１
１
１
ｊ
Ｉ
ｌ

香
味
ソ

’1

ス

．
、
ソ
、
〉
‐
、
山

、
ｖ
ｆ
Ｊ
Ｉ

砂
妙
生
ニ
ネ
醤

粉
油
糖

マ
姜
ク
ギ
酢

．
二
酒

／

2丁

6cm

各1本

1パック

大さじ3～4

通量

大さじ1とl/2

大さじ1と1/2

1かけ(小）

1かけ(小）

309

各大さじ3


